
「どうした家康〜サザエさんちの御用聞きサブちゃんのお店はなぜ三河屋か？」  

中部経済同友会（火曜会）の講演会に出席しましたのでレポート致します。 

2023 年 7 月 11 日(火) 名古屋観光ホテル 桂の間 1２：00−14：０0  

代表世話人挨拶 広井世話人 深田世話人 まちづくり：桜街道（早咲き） 

初めての参加挨拶：東海東京証券株式会社 取締役社長 北川 尚子氏 8 年前入会、異動で東京、今年名古屋へ、半田市出身 

 

講 師：山眞産業株式会社花びら舎  代表取締役 平出 眞 氏 

_山眞産業株式会社花びら舎について_ 

URL https://www.yamashin-sangyo.co.jp/ 

 

私たち山眞産業（株）花びら舎は、桜を加工した食品素材を中心に、バラやハ

イビスカスなどの花、ミント・青しそなどの葉、それに温州みかんやマイヤーレモンなど 

地産が謳える国産の地産果実を加工した食品素材をご提供しています。 

 

 

 

_なぜ三河屋か？_ 

徳川家康 → 三河屋：故郷の三河味噌を食べたかったから 八丁味噌＝豆味噌 長寿の秘訣 天下統一の原動力 

尾張三河の強さの秘訣 → 戦場食：味噌玉にして携行した  

_八丁味噌_ 

味噌の種類：豆、米（80％）、麦 豆味噌は三河、尾張、美濃、伊勢の 4 カ国のみ 

京都老舗の店の締めは赤だし・・・江戸時代、徳川文化による 

カクキュー八丁味噌：愛知の味噌業界は八丁味噌 GI 問題で揺れている・・・ステンレスでも OK に 

 

 

この地方は古代から豊か：豊かな水と豊かな海と豊かな山、伊勢神宮と熱田神宮、信長秀吉家康 

_愛知の農業、漁業_ 

農業出荷額の多い県・・・愛知県（7 位）、長野県（12 位）、新潟県 

愛知は花の出荷が多い（豊明）いちじく、おおば、ふき ・・・ 

愛知岐阜三重は漁業も、うなぎ、ふぐ、あさり＝しぐれ（貝）はこの地方の特徴、他の県では牛肉が多い 

えびせんべい＝取れすぎてせんべいに 岐阜木曽三川の鮎、伊勢えび、鮑、蛤、牡蠣、桑名の焼き蛤 

豊かな農産物を加工して発酵醸造どころ 溜醤油、豆味噌、酒、酢、味醂、白醤油、白だし 

溜まりが決め手の名古屋の味 きしめんの汁＝鰹出汁でも昆布だしでもない、鰻のタレ、佃煮、あられ 

きしめんスタンプラリー：色々の発見がある、星ヶ丘製麺所 

 

愛知県岡崎市の「八丁味噌（みそ）」の老舗 2 社が国の「地理的表示保護制度」（GI 制度）の対

象にならず、別に申請した団体の登録取り消しを求めている問題で、農林水産省が設置した第三者委

員会は 12 日、「登録は違法・不当とはいえない」と結論づけた。 

https://www.yamashin-sangyo.co.jp/


_名古屋は味が濃い？_ 

塩分が多いのは米みそ、豆味噌は塩分が一番少ない、醤油は薄口のほうが塩分が多い 

名古屋はしょっぱくない：アミノ酸が多い＝味の濃さ＝旨味の濃さ 

ウスターソース：この地方のソースは地方限定で塩分は低い 

愛知は灘、伏見に次ぐ酒処＝火入れ技術：室町時代から 

尾州廻船で江戸へ 盛田家 ソニー、ミツカン、パスコを支えた 

 

 

 

鮨が庶民の食べ物になったのは高い米酢から酒蔵から出る酒粕から酢を安く製造した 

幻の愛知県博物館：ミツカンの話が出ている 

サブちゃんが運んだ尾張三河の醸造調味料が江戸の味の基盤を作った 

戦前は豆味噌が主流だったが、戦後は信州味噌が主流に 

名古屋めしはどれも茶色？ばかりでもない＝白醤油、白だし 

赤もある＝トマト＝カゴメ、畜産＝名古屋コーチン、うずら、松坂牛、飛騨牛 

_パックストクガワーナ_ 

近現代の基礎は江戸時代にできていた 識字率は世界一 260 年間戦がなかった 世界史的にまれ 

  

 

 

パックストクガワーナ：市場経済、流通網、教育、出版、文芸、芸能、工芸、食、地域特産品、旅行 

江戸から学ぶことが多い：自然と共生する社会、搾取と廃棄のない循環社会、持続可能な社会 

パックスロマーナ、ブリタニア、アメリカーナは植民地搾取、自然搾取、階級搾取、途上国搾取 

持続不可能な取り組み、薩長政権が江戸時代を貶めた 

古代尾張氏、伊勢神宮、熱田神宮、源頼朝、三英傑、高須 4 兄弟、近代日本史の発展を支えた地域 

 

 

_中部国立博物館が欲しい！_ 

愛知県には国立県立博物館がない：学ぶ場がない、県民意識醸成、教育的意義、国内外からの観光客 

国立博物館：東京、京都、奈良、北海道、千葉、大阪、石川、沖縄（準備中） 

昇竜道はどうなった。中部国立博物館が欲しい！ 

 

 

 

 

 

地元愛にあふれ、ウイットに富んだ楽しい講演でした、長年愛知に住んで知らないこともたくさんあるんだと反省！ 

きしめんはあまり食べなかったけれど、この機会に食べに行こうかと思いました。 

味噌煮込みうどん、味噌カツ、味噌おでん、ひつまぶし、台湾ラーメンなど茶系の名古屋めしが多い中で、きしめんを見直ししました。 

皆さんもきしめんを見直してみてはどうでしょうか？ 

でも、本日いただいたきしめんはしょっぱかった！のは？ですが・・・名古屋駅地下街のエスカで確認してみます。 

徳川将軍家による統治は、武力による直截的支配ではなく、法と礼によることがめざされ、戦乱のない平

和、徳川の平和をもたらしました。 その様相は、ローマ帝国による「平和」に擬えられ、「徳川の平和 Pax 

Tokugawana」と評価されることとなります。 

尾張藩を継ぎ、明治新政府に与した徳川慶勝、明治維新の際、徳川家を代表して新政府との交渉にあたった一橋茂栄、新政府軍に徹

底抗戦した松平容保、松平定敬。 4 人は「高須四兄弟」と称され、それぞれの立場で激動の幕末・維新を生き抜いていきます。 

尾州廻船（びしゅうかいせん）は、江戸時代後期から明治時代にかけて尾張国の知

多半島を拠点に活躍した廻船集団である[1]。菱垣廻船や樽廻船の間を縫うように

本州太平洋側に展開した。主に上方 - 伊勢湾地域 - 江戸の海運を担った。 


